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▲国際交流員
　ケイレブ・デマレーさん

                                  　　　　　　　　  初夏の昼。窓が開いているのに、室内の空気がやや重い。日光浴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の午後に蛍光灯の光を浴びざるを得ないのも矛盾していると思いき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　や、あっという間に時間が過ぎる。外へ出た途端、暑すぎず、まだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　明るいことに感謝。石鎚山に感謝する。キリストに感謝する。あら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆる神に感謝を申し上げても、可笑しくはないでしょう。穴場の焼     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き鳥屋さんに足が向く。着いたら、「ただいま」という。生ビール
大が出てきて、付だしの鶏皮を食べると大将に「わし、手羽」と次の一品を注文。
　秋の深夜。穏やかな町だったのに、今日は大騒ぎ。提灯の灯りが遠くに見え、太鼓が聞こえる。鮮やかな
衣装を着ている人があっちこっちにおる。コンビニの前で円型に座って、一升瓶をまわしながら相当呑気そ
うだ。人間の波に着いてゆき、朝まで町中を彷徨う。神を感じる。愛を感じる。恐怖を感じる。結局、朝日
が昇って新たな一日。また深夜になるまで多少睡眠をとり、どうにか生き返って、どうにか再び挑戦する。
お祭りじゃけん。
　冬。故郷の地元なら厳格な寒さだが、市内も寒く感じる。壁が薄いせいか。自転車生活のせいか。海風が
吹くせいか。なんせ、寒い。日が早く暮れる。それこそ、冬は途方に暮れると考える時がある。太陽がビタ
ミンを体にくれるのに、太陽がなかなか現れない冬は鬱も知る。寒くて布団から出たくないのに、気合を入
れて運動するのが一番。じゃかましい冬は嫌。たくましい冬がエエ！
　蘇る春。世界中の良い季節。世界には四季があるが、数え切れない人種がおる。日本から海外へ桜をたく
さん贈っている様に、世界からたくさんの人々が日本に行き来している。桜が海外では珍しくない。日本で
は外国人が珍しい。これは事実じゃ。ただし、桜が世界中に頻繁に見える程、いずれに日本でも「外国人」
という言葉に意味がなくなるぐらい頻繁にいることになる。世界は一族という現実です。蘇る春には、新た
な現実に目覚めるべき。どこにいても、忘れないでください。西条市、さようなら。
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